
１０月２３日、「カット愛労委」の不当命令を不服とした中労委第２回調査が開催さ

れました。

今回の調査に向けて、組合は、補充申立書（２）、準備書面（１）、証拠を中労委に提

出してきました。

準備書面（１）では、愛労委の「不当命令」の反論を行い、また証拠として、「ボ－

ナスカットとされた①非違行為区分の定義②非違行為の回数③区分①②③の軽重につい

ては、組合に明らかにするべき」であり、組合との団体交渉事案であり、団体交渉を拒

否する会社は、組合軽視であることを明らかにしてきました。

私たちは、今後、さらに会社の不当労働行為を中労委の場で明らかにしていきます。

第３回の調査は、２０１４年１月２７日（月）に開催されます。

＝組合の主張＝

１．組合と会社との労使関係について

ＪＲ東海労への会社の不当労働行為は、今日もなお続いており、常態化していること。

２．ストライキについて

会社の勤労情報に書かれている「筋違い」「遺憾」という表現は、ＪＲ東海労のストライキ

権行使を妨害する行為であり、不当労働行為そのものであること。

３．管理者の社員への注意指導について

管理者が社員への注意指導した記録・保存は、ずさんであること。

４．減率の適用について

ボ－ナスカット・定昇カット者は、全社員数の３％にも満たないＪＲ東海労組合員がカッ

ト者の約半数を占めていること。

５．苦情処理会議について

会社は、ボ－ナスカット・定昇カットの減率適用の理由を明らかにしていないこと。

６．添乗指導の回数について

カットをするために添乗回数を多くして注意指導していること。

７．点呼における一口試問について

一口試問は社員に知らせれていないにも関わらず、ＪＲ東海労組合員に対してのみ恣意的

に行っていること。

８．ボ－ナスカットの非違行為について

非違行為の定義、区分が組合に明らかにされていないこと。

会社は不当労働行為を認め謝罪せよ！！
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ボ－ナスカット・定昇カットは不当労働行為だ！

カット中労委、第２回調査開催！


